資料4
理事・監事選任に関連する定款・細則
定款　（役員の設置）
　　　第１９条　当法人に次の役員を置く
（1） 理事３名以上２０名以内
（2） 監事１名以上２名以内
（役員の選任）
第２０条　当法人の理事及び監事の選任は，社員総会において出席した当該社員議決権の過半数をもって行う。
（代表理事等）
第２１条　当法人に会長１名，副会長３名以内，を置き，理事会の決議によって理事の中から選任する。
２．会長は一般法人法上の代表理事とし，当法人を代表し会務を総理する。
３．副会長は会長を補佐し，会長に事故があるときは，会長があらかじめ理事会の承認を得て定めた順位に従いその職務を代行し，会長が書けたときはその職務を行う。
（理事及び監事の任期）
第２２条　理事の任期は，選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時社員総会の終結の時までとし，再任を妨げない。
２監事の任期は，選任後４年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時社員総会の終結の時までとし，再任を妨げない。
３．任期満了前に退任した理事または監事の補欠として選任された者の任期は，前任者の任期の満了する時までとする。
４．理事及び監事は，辞任および又は任期満了後において，定員を欠くに至った場合には，新たに選任された者が辞任就任するまでは，その職務を行う権利義務を有する。
（報酬等）
第２３条　理事及び監事の報酬その他，職務執行の対価として当法人から受け取る財産上の利益は，社員総会の決議によって定める。
細則
第４条　理事監事の委嘱
第１２条　地区の会の会長は理事又は監事となることを原則とする。
２　ただし理事の定員を超えた場合は，地域の複数の地区の会長の代表が理事又は監事となる。
３．地区の会長以外でも，理事会が必要と判断される正会員および学術会員を理事または監事に委嘱することができる。
